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戦前期における樺太の大縮尺都市地図の収集と整理	
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９．建築歴史・意匠-８．都市史	 	 建築歴史・意匠	

火災保険特殊地図，海図，市街図，外邦図，樺太庁	

１．はじめに	

戦前期における樺太の都市に建設された建築物だ

けではなく，都市全体を対象として，歴史的変容を明

らかにしようとした研究は少ない。その中でも，井澗

が，当時樺太庁が置かれて政治の中心であった豊原1）

と北海道からの玄関口でもあった大泊2）の日本統治期

における変容を描いている。また，歴史地理学の分野

からは，三木による豊原の市街地形成に関する研究3）

がある。さらに，大泊に関しては松山の論文4）がある。

また，角は，製紙工場の社宅街に着目して，豊原，真

岡，知取ならびに敷香の社宅街の詳細を明らかにして

いる5）。しかし，豊原，大泊ならびに真岡などの比較

的規模の大きい都市はともかく，それ以外の都市につ

いては，ほとんど取り上げられていない。なお，樺太

の都市に建設された建築物そのものを主な対象とし

ては，角ら6や井澗ら7）による多くの研究がある。	

筆者らは，既に，戦前期における樺太の12都市を対

象として作製された大縮尺都市地図としての火災保

険特殊地図について報告した8）。その後さらに，大縮

尺都市地図としての活用が期待できる旧版海図など

を収集できた。そこで本稿では，今後の都市史研究に

資することを考え，これまでに収集した大縮尺都市地

図を，都市ごとに時系列に整理したので，報告する。	

なお，本稿で対象とする樺太は，現在のロシア連邦

サハリン州のうち北緯50度以南にあたり，明治38年の

ポーツマス条約により，日本の統治下に入った。同年

９月に樺太民政署が設置された後，明治40年４月には

大泊に樺太庁が設置され，後に豊原に移転した。昭和

18年には法律上内地へ編入されたが，第二次世界大戦

後には，ソビエト連邦領に編入された。	

本稿では，当時の用語や呼称はそのまま用い，引用

文などは原則として現代仮名遣いに改めた。また，紙

幅の関係から，戦前期の年号は元号のみを記した。	

２．樺太庁と陸地測量部による樺太の地図の作製	

北海道大学附属図書館には，昭和初期に樺太庁によ

って発行された樺太各地の大縮尺の市街図が所蔵さ

れている（表１参照）。落合，大泊，留多加，野田，

泊居，恵須取，知取ならびに敷香郡内路の８都市は昭

和３年の発行で，落合と知取の縮尺は1/4,000，それ

以外は1/8,000である。また，本斗と真岡は大正14年，

豊原は昭和５年の発行で３都市とも縮尺は1/8,000で

ある。発行時期には差異があるが，同じ形式であるた

め，一連のシリーズとして発行されたと考えられる。

なお，火災保険特殊地図（以下，「火保図」）が確認

された敷香と名好の市街図は所蔵されておらず9），内

路については，逆に火保図が確認できていない8)。	

また，北海道大学附属図書館には，昭和３年に発行

された縮尺1/20万の支庁管内図も所蔵されている。豊

原支庁，大泊支庁，大泊支庁留多加出張所，真岡支庁，

本斗支庁，泊居支庁（３種），敷香支庁（２種）なら

びに元泊支庁であり，当時存在していた全７支庁と１

出張所の管内を示す地図である。さらに，同じく昭和

３年を中心に発行された縮尺1/25,000の「殖民地区画

図」も76葉が所蔵されている。このうち，大正15年に

６葉，昭和元年に１葉，昭和２年に６葉，昭和５年に

２葉が発行され，昭和３年に61葉が発行されている10）。	

戦前期に，いわゆる外地も含め日本の影響下にあっ

た地域での地形図の作製は，陸軍参謀本部陸地測量部

が行っていた。日本統治期の樺太では11），まず，明治

40年と同42年に略測図が行われ，明治44年に仮製図の

1/50,000地形図が陸地測量部から発行された。さらに，

一部については，大正11年に修正測図が行われ，昭和

２年と３年に発行された。その後，基本図としての

1/50,000の地形図のための測量が，昭和３年に大泊付

近から始まった。一方，1/25,000の地形図については，

昭和５年以降に撮影した空中写真を基に，空中写真要
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図として昭和７年以降に樺太庁によって発行された12）。

なお，復刻版で確認できた地形図を「1/25,000地形図」

として表１中に入れ込んだ。	

これらのことから，陸地測量部による測量に先立ち，

樺太庁内で測量を行ったことが推測される。樺太庁内

の測量体制の詳細は，今のところ不明である。ただし，

昭和２年６月に内務部から新設の農林部へと移管さ

れた殖民課では，「殖民地ノ選定区画及測量ニ関スル

事項」，「地籍ニ関スル事項」ならびに「土地ノ利用

基本調査及土地整理ニ関スル事項」を担当していた13）。	

市街宅地の区画については，明治38年に大泊川の左

岸の栄町と本町を測設し，同39年に豊原と真岡，同40

年に久春内，同41年に野田，泊居，敷香，北名好など

を区画した13），14）。さらに，昭和11年には16市街地を

数える様になったので，この区画の測設の結果を用い

て昭和３年を中心に発行された市街図が作製された

可能性が指摘できる。また，昭和３年に樺太庁令第19

号によって土地整理調査規則が制定され，境界の調査

は毎年区域を告示し，「土地台帳・土地処分図其の他

の証憑によ」って調査を行った13）。この土地整理調査

を円滑に進めるために，開始前もしくは開始時に，市

街図や管内図ならびに殖民地区画図の整備が必要と

なり，この時期に，各種地図を発行した可能性もある。	

	

３．これまでに収集した戦前期における樺太の大縮尺

都市地図の整理	

千代田区立日比谷図書文化館，国立国会図書館，北

海道大学附属図書館，北海道立図書館ならびに札幌市

中央図書館を中心に，これまでに収集した戦前期にお

ける樺太の大縮尺都市地図を，都市ごとに時系列に整

理したものを表１に示す。なお，北海道大学附属図書

館，北海道立図書館ならびに札幌市中央図書館所蔵の

地図については，特に市町村勢要覧などに掲載された

地図15）については漏れがあり，再確認が必要である。

また，北海道立文書館所蔵の史料，さらに先行研究の

3)や4）で用いられている明治期の地図が確認できて

おらず，表１のさらなる改訂は今後の課題である。	

国会図書館所蔵の地図を除いて，表１に示す地図の

ほとんどをスキャンするなどして，デジタル化するこ

とができた。また，旧版海図については海上保安庁海

洋情報部よりデジタルデータを提供いただいた。日比

谷図書文化館所蔵の火保図の詳細は，文献 8)を参照い

ただきたい。火保図については，都市の規模の大きい

豊原，大泊ならびに真岡の３都市のみで，索引もしく

は市街図か方面図と地番図が確認できたが，規模の小

さい残りの９都市は市街図のみが確認できた。	

海図は，航海の目的のために海洋を主体として航海

上必要な沿岸の地物を含んで水路の状況を正確に表現

した地図である16）。従来，都市地図としてはほとんど

注目されていなかったが，沿岸部の都市の情報も掲載

されており，都市地図としても有用である。明治４年

以降，昭和20年 11月に運輸大臣の管理に移されるま

で，海軍大臣隷下の水路部によって，日本はもとより

世界各地の海図が調製されて刊行された17）。これらの

旧版海図の多くは，海上保安庁海洋情報部が引き継い

でいる。海上保安庁海洋情報部が保有する旧版海図の

ほか，他機関で所蔵している旧版海図も含め，平成 22

年〜23年度にデジタル化された18）。同部が運営する「海

図アーカイブ」19）でその所蔵目録が公開され，各地の

「海の相談室」でデジタルデータの閲覧が可能である。	

	

４．大縮尺都市地図からみる中小都市の変容	

「樺太の町々の多くはパルプ工場を中心として発達

したといつても過言ではない。」20）ので，表１には製

紙工場の創業年と，海を隔てた，いわゆる内地との海

運に不可欠な築港事業についても書き入れた。収集し

た都市地図を用いて，先行研究がある豊原，大泊なら

びに真岡以外の幾つかの都市の変容を簡略に述べる。	

亜庭湾に面する留多加町は，樺太では珍しく製紙工

場が立地しない都市であった。大正８年発行の旧版海

図では森林に覆われた一帯に，昭和３年発行の樺太庁

（発行の）市街図では，鉄道が引かれ，字西留多加と

大字川口と共に留多加町の市街地が描かれている。昭

和９年作製の火保図では，昭和３年には「学校用地」

であった区画が「留多加国民小学校」に変わった。	

西海岸の野田町は，以前は「一漁村にすぎ」21）ず，

明治 43年発行の旧版海図では「野田寒」と表記され，

一本の道路沿いに家屋が並んでいただけであった。昭

和３年発行の樺太庁市街図からは，旧版海図では原野

であった一帯に，大正11年に操業開始した王子製紙野

田工場が描かれ，鉄道が引かれて野田川の河口が付け

替えられ，市街地が形成されている様子がわかる。昭	
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和９年作製の火保図では，昭和３年には「学校用地」

であった区画が「野田国民小学校」に変わった。	

西海岸の北端に近い名好町にも製紙工場はなかっ

た。明治43年発行の旧版海図では北名好と表記され，

長方形の市街地の区画が点線で示されており，計画段

階であったと考えられる。また，「名好支庁」の位置

が描き込まれているが，名好支庁は明治41年12月から

大正２年６月までの設置であったので，その情報をよ

く反映している。名好は樺太庁市街図が確認できてお

らず，昭和９年に作製された火保図が，今のところ，

区画と地番を知る唯一の手がかりである。火保図によ

ると旧版海図で示された位置に市街図が広がってい

たが，形状は若干異なり，周辺部へも広がっていた。	

多来加湾に面した敷香町に立地する製紙工場は，日

本人絹パルプによって，樺太の他の工場より遅い昭和

10年に操業を開始した。そのため，昭和９年作製の火

保図には描き込まれていない。樺太庁市街図も確認で

きないため，他の都市に比べて，工場の建設による市

街地発展の様子を都市地図から読み取ることが難し

い。ただし，1/36,500と比較的小縮尺ではあるが，昭

和８年発行の旧版海図には，工場や社宅街が描き込ま

れており，また，昭和10年に発行された1/25,000地形

図にも不鮮明ながら，描き込まれている。これらの情

報を基に詳細に検討を行うことは今後の課題である。	

	

５．おわりに	

樺太では，陸地測量部による測量の成果のみを用い

て，都市史の視点から研究を進めることは難しい。し

かし，樺太庁発行の市街図，その発展形とも言える火

災保険特殊地図に加え，旧版海図をも組み合わせるこ

とで，日本統治期の全般に亘って，都市地図を時系列

で揃えることができることを指摘した。この作業によ

って，それぞれの都市ごとに時系列で視覚的に都市の

変容を捉えるための準備ができ，今後の都市史研究の

進展のための土台を示すことができたと考えられる。	
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